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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
ご
家

族
お
そ
ろ
い
で
健
や
か
に
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
当
町
の
出
来
事

を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
四
月

に
は
馬
頭
地
区
の
東
部
三
小
学
校

を
統
合
し
、
馬
頭
東
小
学
校
が
開

校
し
ま
し
た
。
ま
た
、
小
川
地
区

の
三
保
育
園
を
統
合
し
、
わ
か
あ

ゆ
保
育
園
が
開
園
し
ま
し
た
。
廃

校
、
廃
園
と
な
っ
た
地
域
の
皆
様

に
は
一
抹
の
寂
し
さ
を
禁
じ
え
な

い
と
こ
ろ
と
ご
推
察
申
し
上
げ
ま

す
。
少
子
化
の
時
代
に
あ
っ
て
や

む
を
得
な
い
流
れ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
転
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
多

く
の
友
達
と
ふ
れ
あ
い
そ
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
、

新
た
な
伝
統
を
築
き
つ
つ
成
長
し

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の

で
す
。

　

十
月
に
は
合
併
五
周
年
を
祝
い
、

記
念
式
典
を
行
い
、
席
上
、
町
の

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
な
か

ち
ゃ
ん
」
と
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

の
愛
称
「
な
か
テ
レ
ビ
」
及
び
そ

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
発
表
い
た
し
ま

し
た
。「
な
か
ち
ゃ
ん
」
は
、
一
昨

年
の
子
ど
も
議
会
で
の
提
案
に
端

を
発
し
誕
生
し
ま
し
た
。
那
珂
川

町
民
の
ア
イ
ド
ル
、
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
、
町
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
活
躍
し

て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
同
月
か
ら
新
し
い
公
共

交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
「
な
か
ち
ゃ
ん
号
」

が
発
進
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
福
祉
向
上
や
環
境
保
全
、

地
域
お
こ
し
な
ど
の
分
野
に
お
い

て
は
、Ｎ
Ｐ
О
法
人
や
各
種
団
体

の
皆
様
が
主
体
と
な
っ
た
活
動
が

活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

商
工
会
、
観
光
協
会
も
ひ
と
つ
と

な
り
体
制
強
化
も
図
ら
れ
ま
し
た
。

那
珂
川
町
が
有
す
る
人
、
自
然
、

歴
史
・
文
化
、
環
境
、
特
産
品
等

貴
重
な
資
源
が
さ
ら
に
輝
き
を
放

つ
よ
う
、
み
ん
な
の
知
恵
と
行
動

に
よ
っ
て
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が

推
進
さ
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。

　

町
は
、
現
在
平
成
二
十
三
年
度

か
ら
五
年
間
の
総
合
振
興
計
画
後

期
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

国
及
び
地
方
と
も
厳
し
い
財
政
運

営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
当
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
財

政
の
健
全
化
を
図
り
、
人
件
費
の

抑
制
や
施
設
の
統
廃
合
等
に
取
り

組
み
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
よ

く
、
か
つ
、
効
果
的
に
活
用
す
る

よ
う
、
選
択
と
集
中
を
徹
底
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
が
町
長
に
就
任
し
て
一
年
が

経
過
い
た
し
ま
し
た
。「
地
域
を

元
気
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
」「
安

全
と
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」「
命

が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」「
楽
し
く

学
ぶ
ま
ち
づ
く
り
」「
自
然
に
や

さ
し
い
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
」

「
町
民
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
る
ま

ち
づ
く
り
」
の
六
つ
の
基
本
方
針

の
下
、
町
の
ブ
ラ
ン
ド
開
発
、
積

極
的
な
企
業
誘
致
な
ど
の
諸
施
策

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
十
二
月
定
例
会
に
お
い

て
、「
県
営
最
終
処
分
場
建
設
及

び
地
域
振
興
の
促
進
に
関
す
る
決

議
」
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
、

誠
心
誠
意
問
題
解
決
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
笑
顔
の
あ
る
明
る

い
ま
ち
づ
く
り
に
ま
い
進
す
る
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層

の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

年
の
は
じ
め
に
あ
た
り
、
皆
様

の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新年のごあいさつ

那珂川町長
大金　伊一
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た

皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
よ
り
議
会
に

対
し
ま
し
て
温
か
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
き
、
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
二
十
二
年
を
振
り

返
っ
て
見
ま
す
と
、
世
界
的
な
地

球
温
暖
化
に
よ
る
と
見
ら
れ
る
異

常
気
象
、
連
日
三
十
五
度
以
上
を

記
録
し
た
猛
暑
、
こ
れ
ま
で
記
録

し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
集
中
ゲ

リ
ラ
豪
雨
が
各
地
を
襲
い
ま
し
た
。

農
業
関
係
で
は
、
牛
の
口
蹄
疫
が

猛
威
を
振
る
い
発
生
地
全
域
で
の

殺
処
分
と
い
う
大
変
な
対
策
の
中

で
、
や
っ
と
鎮
静
化
が
図
ら
れ
ま

し
た
。
一
方
、
す
ば
ら
し
い
出
来

事
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。
南

米
チ
リ
で
の
炭
鉱
落
盤
事
故
で
残

さ
れ
た
作
業
員
三
十
三
名
全
員
が

７
０
０
メ
ー
ト
ル
の
地
底
よ
り
奇

跡
の
生
還
が
図
ら
れ
、
実
況
放
映

で
全
世
界
が
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
日
本
の
小
惑
星
探
査

衛
星
「
は
や
ぶ
さ
」
が
数
々
の
ト

ラ
ブ
ル
を
克
服
し
、
七
年
ぶ
り
に

人
類
史
上
初
め
て
の
貴
重
な
資
料

を
抱
え
て
奇
跡
の
帰
還
を
果
た
し

た
こ
と
は
、
世
界
の
ト
ッ
プ
ニ
ュ

ー
ス
と
し
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

国
政
に
お
い
て
は
、
一
昨
年
よ

り
民
主
党
を
中
心
と
し
た
新
政
府

に
よ
る
国
政
運
営
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
鳩
山
政
権
に
お
い
て
は
、

重
い
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
背
負
い
、

米
軍
基
地
移
転
問
題
、
政
治
と
金

の
問
題
等
々
が
物
議
を
か
も
し
ま

し
た
。
後
を
引
き
継
い
だ
菅
政
権

に
お
い
て
も
、
中
国
な
ど
と
の
外

交
交
渉
の
不
適
切
な
対
応
や
党
内

部
の
抗
争
に
よ
り
、
国
民
の
支
持

率
は
急
降
下
し
、
不
安
定
な
国
政

の
運
営
が
続
け
ら
れ
て
お
り
、
今

後
が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
景
気
回
復
基
調

に
あ
っ
た
経
済
情
勢
は
、Ｅ
Ｕ
諸

国
の
経
済
金
融
破
綻
や
ア
メ
リ
カ

の
経
済
不
況
に
よ
る
円
高
で
、
回

復
基
調
が
一
転
し
て
厳
し
い
状
況

に
陥
り
、
今
春
卒
業
の
高
校
生
、

大
学
生
の
就
職
内
定
状
況
も
非
常

に
厳
し
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
地
方
に
お
い
て
も
、
自
治

体
が
頼
み
の
綱
と
し
て
い
た
企
業

が
撤
退
に
追
い
込
ま
れ
る
な
ど
、

雇
用
情
勢
が
大
変
な
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

さ
て
、
那
珂
川
町
を
取
り
巻
く

情
勢
は
、
合
併
し
て
五
周
年
を
迎

え
、
種
々
施
策
に
よ
り
、
町
民
間

の
融
和
も
図
ら
れ
、
那
珂
川
町
民

と
し
て
自
覚
が
持
て
た
年
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
議
会
に

お
い
て
も
、
十
二
月
定
例
会
に
お

い
て
、
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
り

ま
し
た
不
法
投
棄
物
を
処
理
す
る

た
め
の
県
営
管
理
型
最
終
処
分
場

建
設
と
受
入
れ
を
契
機
と
し
た
地

域
振
興
の
促
進
に
関
す
る
決
議
が

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
一
日
も
早
い

事
業
計
画
の
推
進
と
地
域
の
振
興

が
図
ら
れ
る
こ
と
を
強
く
望
む
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

国
の
財
政
は
も
ち
ろ
ん
、
町
財

政
も
非
常
に
厳
し
い
中
、
町
政
運

営
も
多
難
で
あ
り
、
舵
取
り
も
大

変
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
安
全
に
、

明
る
く
楽
し
く
暮
ら
せ
る
町
づ
く

り
を
い
か
に
進
め
て
い
く
か
が
、

こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課
題
で
あ
り

ま
す
。「
自
分
た
ち
の
町
は
自
分

た
ち
で
す
ば
ら
し
い
住
み
よ
い
町

に
」
と
い
う
地
方
分
権
の
趣
旨
の

も
と
、
町
行
政
と
町
民
の
皆
さ
ん
、

そ
し
て
議
会
が
互
い
に
協
力
し

合
っ
て
の
「
協
働
」
に
よ
る
町
づ

く
り
、
そ
れ
こ
そ
が
困
難
を
乗
り

越
え
て
那
珂
川
町
の
未
来
を
切
り

開
く
、
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
の
大

き
な
方
策
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
に

と
っ
て
、
す
ば
ら
し
い
年
に
な
り

ま
す
よ
う
、
ご
祈
念
を
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

2011年
平成23年

那珂川町議会議長
川上　要一



広報なかがわ　平成23年１月10日 4

佐
藤 

悠
大さん

（
馬
頭
小
）

車 

明
香
里さん

（
馬
頭
小
）

佐
藤 

千
尋さん

（
小
川
小
）

福
田 

紗
生さん

（
小
川
小
）

　

ぼ
く
は
、
物
作
り
が
大
好
き
で
す
。
将
来
何
か
を
作
る

職
業
に
つ
き
た
い
で
す
。
だ
か
ら
図
工
を
が
ん
ば
り
た
い

で
す
。

　

ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
の
時
に
す
ぐ
に
あ
き
ら
め
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
ね
ば
り
強
く
が
ん
ば
る
よ
う

に
し
た
い
で
す
。
６
年
生
に
な
る
今
年
、
小
学
校
最
後
の

年
な
の
で
、
よ
い
思
い
出
で
し
め
く
く
り
た
い
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
ピ
ア
ノ
を
弾
く
の
が
好
き
で
す
。
毎
年
、

発
表
会
が
あ
っ
て
そ
れ
に
向
け
て
練
習
し
て
い
ま
す
。
来

年
は
、
級
が
上
が
る
試
験
も
あ
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
ピ
ア

ノ
を
弾
い
て
も
っ
と
上
手
に
な
り
た
い
で
す
。

　

将
来
は
ピ
ア
ノ
の
先
生
に
な
り
た
い
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
勉
強
し
た
り
、
ピ
ア
ノ
を
演
奏
し
た
り
す
る
こ
と
を
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ぼ
く
は
今
年
６
年
生
に
な
る
の
で
、
よ
く
ば
り
に
す
べ

て
の
こ
と
を
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
勉
強
も
運
動

も
手
伝
い
も
で
す
。

　

特
に
、
苦
手
な
持
久
走
で
速
く
走
れ
る
よ
う
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ぼ
く
の
犬
は
「
オ
テ
」
と
「
マ
テ
」
と
「
オ
ス
ワ

リ
」
が
で
き
る
の
で
、
あ
と
一
つ
何
か
を
教
え
る
こ
と
を

目
標
に
世
話
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

私
は
今
年
６
年
生
に
な
り
ま
す
。
６
年
生
で
が
ん
ば
り

た
い
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
友
達
と
仲
良
く
す
る
こ
と
で
す
。
私
は
み
ん

な
と
反
対
の
意
見
を
言
う
こ
と
が
多
い
の
で
、
す
ぐ
言
い

争
い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
相

手
の
意
見
を
よ
く
聞
く
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　

二
つ
目
は
そ
ろ
ば
ん
で
す
。
速
く
計
算
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
。
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髙
見
す
な
おさん

（
馬
頭
西
小
）

平
塚 

蒼
基さん

（
馬
頭
東
小
）

大
嶹 

弘
斗さん

（
薬
利
小
）

佐
藤
涼
香さん

（
小
川
南
小
）

　

今
年
は
、
６
年
生
、
最
高
学
年
に
な
り
ま
す
。
西
小
の

最
高
学
年
と
し
て
、
み
ん
な
で
協
力
し
合
い
な
が
ら
学
校

全
体
の
こ
と
を
考
え
た
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
み
ん
な
を
上
手
に
リ
ー
ド
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
私
は
走
る
こ
と
が
好
き
な
の
で
、
外
に
出
て

走
っ
た
り
、
遊
ん
だ
り
し
て
体
力
の
向
上
に
も
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
今
年
は
６
年
生
に
な
り
ま
す
。
ぼ
く
が
一
番

が
ん
ば
り
た
い
こ
と
は
勉
強
で
す
。
ま
ず
、
字
を
き
ち
ん

と
書
く
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
て
い
ね
い
な
字
で
、
ノ
ー

ト
を
見
や
す
く
、
き
ち
ん
と
書
い
て
、
も
っ
と
勉
強
が
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
算
数
で
は
計

算
が
す
ら
す
ら
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
特
に
分
数

の
足
し
算
と
引
き
算
の
復
習
を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

　

小
学
校
生
活
の
最
後
の
年
に
な
る
の
で
、
悔
い
の
残
ら

な
い
１
年
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

４
月
に
な
る
と
、
薬
利
小
の
６
年
生
は
ぼ
く
だ
け
に
な

り
ま
す
。
ぼ
く
は
よ
く
人
に
た
よ
っ
て
し
ま
う
の
で
、
６

年
生
に
な
っ
て
か
ら
は
、
人
に
た
よ
ら
ず
進
ん
で
行
動
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
何
で
も
自
分
で
で
き
る

よ
う
な
６
年
生
に
な
り
た
い
で
す
。
一
人
で
も
全
校
生
を

引
っ
ぱ
っ
て
い
け
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
で
す
。

　

私
の
今
年
の
目
標
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
国
語

で
す
。
長
文
問
題
が
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い
の
で
、
読
書

を
増
や
し
て
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
低
学
年
の
子
に
優
し
く
す
る
こ
と
で
す
。

４
月
か
ら
は
最
上
級
生
で
す
。
清
掃
や
縦
割
り
班
の
班
長

と
し
て
誰
に
で
も
優
し
く
で
き
る
６
年
生
に
な
り
た
い
で

す
。
こ
れ
を
目
標
に
悔
い
の
な
い
１
年
を
送
り
た
い
で
す
。

今年は卯年。
　　　この新しい年に、町内小学校の
　　　　　　「年おとこ」「年おんな」の皆さんに
　　　　　　　　　今年の抱負などをお聞きしました。

うさぎ
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受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

優
良
少
年
（
敬
称
略
）

髙
野
亮
佑（
馬
頭
小
６
年
）、
石
井

沙
弥
佳（
同
）、星
裕
太（
同
）、薄
井

啓
輔
（
馬
頭
東
小
６
年
）、
髙
野
千

春
（
馬
頭
西
小
６
年
）、
本
橋
亮

（
小
川
小
６
年
）、田
代
彩
夏（
同
）、

薄
井
亜
季
（
薬
利
小
６
年
）、
髙
瀨

蓮
（
小
川
南
小
６
年
）、
大
金
あ
か

り（
馬
頭
中
３
年
）、田
澤
美
里（
同
）、

菊
池
将
徳（
同
）、星
侑
貴（
同
）、鈴

木
琢
郎（
小
川
中
３
年
）、沼
田
美

法（
同
）、岸
孝
憲（
馬
頭
高
３
年
）、

鈴
木
幹
也（
同
）、
和
知
紘
弓（
同
）

優
良
勤
労
青
少
年
（
敬
称
略
）

石
田
真
士
（
吉
野
工
業
所
小
川
金

　

那
珂
川
警
察
署
、
那
珂
川
町
防
犯
・
暴
力
追
放
協
会
、
那
珂
川
地
区
学

校
警
察
補
導
連
絡
協
議
会
、
同
地
区
職
場
警
察
連
絡
協
議
会
、
同
地
区
交

通
安
全
協
会
、
同
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協
議
会
主
催
の
優
良
少
年
や
防

犯
ポ
ス
タ
ー
、
地
域
安
全
マ
ッ
プ
受
賞
者
等
の
表
彰
式
が
、
12
月
３
日
に

馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

型
工
場
）、
加
藤
誠
（
吉
野
工
業
所

那
須
小
川
工
場
）、
鈴
木
智
之
（
那

須
南
農
協
小
川
支
店
）、
橘
美
代

子
（
足
銀
馬
頭
支
店
）、
小
室
達
信

（
大
金
食
品
工
業
）、
渡
邊
真
希

（
那
須
八
溝
物
産
）、
山
﨑
学
（
バ

ト
ウ
電
子
工
業
）

防
犯
ポ
ス
タ
ー
（
敬
称
略
）

優
秀
作
品
（
小
学
生
の
部
）

佐
藤
駿
（
馬
頭
小
６
年
）、
星
こ
の

か
（
馬
頭
小
５
年
）、
岸
希
美
（
小

川
小
６
年
）

優
良
作
品
（
小
学
生
の
部
）

田
代
彩
夏（
小
川
小
６
年
）、薄
井
聡

（
同
）、大
島
美
咲（
同
５
年
）、小
泉
晴

佳（
同
）、田
所
結
月（
同
）、福
田
紗

生（
同
）、田
代
智
南（
同
）、佐
藤
慎

吾（
馬
頭
小
５
年
）、小
髙
璃
咲（
馬

頭
東
小
６
年
）、五
味
渕
夏
海（
同
）

優
秀
作
品
（
中
学
生
の
部
）

土
田
和
佳
奈
（
小
川
中
２
年
）、
落

合
香
（
同
３
年
）、
斎
藤
奈
々
美

（
同
２
年
）

優
良
作
品
（
中
学
生
の
部
）

川
井
遥
香
（
小
川
中
３
年
）、
石
山

悠
大
（
同
）、
小
森
瑶
子
（
同
）、
金

井
佑
允（
同
２
年
）、髙
瀨
歩（
同
）、

鈴
木
か
ん
な
（
同
）、
関
谷
美
希

（
同
）、
伴
美
沙
紀
（
同
）、
大
森
さ

お
り（
同
１
年
）、
中
島
葵
子（
同
）

優
秀
作
品
（
高
校
生
の
部
）

平
山
香
織
（
馬
頭
高
１
年
）、
菊
池

美
由
紀
（
同
）、
平
野
聡
美
（
同
）

地
域
安
全
マ
ッ
プ
（
敬
称
略
）

優
秀
作
品

橋
本
和
士
（
小
川
小
３
年
）、
北
條

喬
伽（
馬
頭
東
小
２
年
）、眞
保
結

実（
小
川
小
２
年
）

優
良
作
品

永
森
隆
誠
（
小
川
小
２
年
）、
小
口

菜
摘
（
同
３
年
）、
室
井
史
也
（
小

川
南
小
２
年
）

地
区
交
通
安
全
功
労
者
・
団
体
（
敬
称
略
）

笠
井
寿
枝
、
有
限
会
社
林
屋
川
魚

店
、
那
珂
川
町
林
業
振
興
会

優
良
安
全
運
転
管
理
者（
敬
称
略
）

佐
藤
良
美
（
那
珂
川
町
役
場
）、
深

澤
貞
夫
（
八
溝
林
業
協
同
組
合
）、

河
和
恵
一
（
㈱
吉
野
工
業
所
那
須

小
川
工
場
）

優
良
安
全
運
転
管
理
者
選
任
事
業
所

那
須
南
農
業
協
同
組
合
小
川
支
店

栃
木
県
交
通
功
労
者
（
敬
称
略
）

田
村
里
子

優
良
運
転
者
（
40
年
）（
敬
称
略
）

川
上
喜
四
男
、
大
金
安
友

優
良
少
年
・
優
良
勤
労
青
少
年
ら
70
名
を
表
彰

　

平
成
22
年
11
月
に
満
88
歳
の
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
元
馬
頭
町
議
会

議
員
小
川
亘
氏
（
松
野
）
に
旭
日
単
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

小
川
氏
は
、
昭
和
54
年
５
月
か
ら
平
成
３
年
５
月
ま
で
の
３
期

12
年
余
の
長
き
に
渡
り
、
馬
頭
町
議
会
議
員
と
し
て
自
治
振
興
に
尽

力
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
、
昭
和
45
年

７
月
か
ら
馬
頭
町
農
業
委
員
会
委

員
を
４
期
12
年
務
め
る
な
ど
、
地

方
自
治
の
発
展
と
産
業
振
興
の
た

め
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た

長
年
の
実
績
が
認
め
ら
れ
、
受
章

さ
れ
た
も
の
で
す
。

小
川
亘
氏
に
旭
日
単
光
章

　
「
も
し
私
が
知
事
に
な
っ
た
ら
こ
ん
な
こ
と
が
し
て
み
た
い
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
ふ
る
さ
と
〝
と
ち
ぎ
〞
に
つ
い
て
提
案
す
る｢

ジ
ュ

ニ
ア
知
事
さ
ん｣

に
１
，
５
８
６
点
の
応
募
の
中
か
ら
大
野
さ
ん
ら

の
提
案
15
点
が
知
事
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

大
野
さ
ん
は
、「
ハ
ー
ト
の
日
を
作
ろ
う
」
と
題
し
、
馬
頭
小
学
校

で
実
践
し
て
い
る
毎
月
「
８
」
の
つ
く
日
を
「
ハ
ー
ト
の
日
」
と
名
づ

け
て
、
家
族
で
読
書
を
す
る
活
動
を
紹
介
。
本
を
読
む
こ
と
の
楽
し

さ
を
県
民
の
皆
さ
ん

に
広
げ
る
た
め
に
、

「
仕
事
帰
り
で
も
本

を
借
り
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
図
書
館

を
夜
９
時
ま
で
開
館

さ
せ
る
」
と
い
っ
た

提
案
を
し
ま
し
た
。

「
ジ
ュ
ニ
ア
知
事
さ
ん
」
に
大
野
叶
登
さ
ん
（
馬
頭
小
５
年
）

か
な
と
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が
必
要
で
す
。

⑨
自
分
で
作
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
つ
け
た
住
宅

や
会
社
、
ま
ち
の
中
に
あ
る
風
車

な
ど
地
域
ご
と
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

供
給
で
き
る
シ
ス
テ
ム
は
、
低
炭

素
社
会
を
支
え
る
力
に
な
り
ま
す
。

⑩
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

水
素
や
植
物
、
動
物
の
フ
ン
等

か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
る
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
こ
の
新
し
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
し
た
供
給
と
利

用
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

⑪
低
炭
素
を
製
品
に
表
示

　

住
宅
、
会
社
、
携
帯
電
話
、
パ

ソ
コ
ン
等
商
品
の
タ
グ
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
を
表
示
す
る
仕
組
み

が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
環
境
負

荷
の
小
さ
い
製
品
を
選
ぶ
際
の
目

安
に
な
り
ま
す
。

⑫
低
炭
素
社
会
に
向
け
て

　

環
境
教
育
を
行
い
、
環
境
に
対

す
る
意
識
が
高
く
、
知
識
が
豊
富

な
人
材
を
育
て
ま
す
。
環
境
の
専

門
家
が
学
校
や
企
業
で
ア
ド
バ
イ

ス
を
す
る
な
ど
、
人
々
の
意
識
を

変
え
て
い
き
ま
す
。

　

環
境
省
総
合
環
境
政
策
局
環
境
計
画
課

   

「
こ
ど
も
環
境
白
書
」
よ
り
引
用

みんなで考えよう！
これからのエコ社会②

環境総合推進室
☎0287－92－1110

　

国
で
は
、
低
炭
素
社
会
に
向
け

た
12
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。（
後
編
）

■
運
輸

⑦
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

路
面
電
車
や
バ
ス
な
ど
を
充
実

さ
せ
、
車
が
運
転
で
き
な
い
子
ど

も
や
お
年
寄
り
な
ど
、
だ
れ
も
が

歩
い
て
暮
ら
せ
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
は
、
自
動
車
に
頼
り
す
ぎ
な

い
、
環
境
に
や
さ
し
い
町
で
す
。

※

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
は
、
市
街
地
の

ス
ケ
ー
ル
を
小
さ
く
保
ち
、
歩
い
て
い
け

る
範
囲
で
生
活
で
き
る
町
の
こ
と
で
す
。

■
エ
ネ
ル
ギ
ー

⑧
低
炭
素
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

　

発
電
所
で
電
気
を
作
る
際
に
大

量
に
出
る
二
酸
化
炭
素
を
で
き
る

だ
け
抑
え
る
工
夫
を
し
た
り
、
太

陽
光
、
風
力
な
ど
無
限
に
あ
っ
て
、

環
境
に
負
担
を
か
け
な
い
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
切
り
替
え

１
．
都
市
計
画
の
種
類
と
名
称

（
仮
称
）
那
珂
川
都
市
計
画
区
域

の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針

に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定

２
．
対
象
と
な
る
区
域

 　

  

那
珂
川
町
の
区
域
の
一
部

３
．
都
市
計
画
の
案
の
縦
覧
期
間

及
び
意
見
書
提
出
期
間

　

２
月
２
日
（
水
）
〜
16
日
（
水
）  

　

な
お
、
都
市
計
画
の
案
に
つ
い

て
意
見
の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間

内
に
知
事
あ
て
に
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
意
見
書

は
期
間
内
に
提
出
先
に
到
着
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

４
．
都
市
計
画
の
案
の
縦
覧
場

所
、
意
見
書
の
提
出
先
及
び
問
い

合
わ
せ
先

栃
木
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課

地
域
計
画
担
当

☎
０
２
８―

６
２
３―

２
４
６
８

栃
木
県
烏
山
土
木
事
務
所
企
画
調

査
部
企
画
調
査
課

☎
０
２
８
７―

８
３―

１
３
１
６

那
珂
川
町
建
設
課

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
８

（
仮
称
）
那
珂
川
都
市
計
画
区
域

の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針

（
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
）
の
都
市
計
画
の
決
定
の
案
に

関
す
る
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

※

日時　２月17日（木）午前10時30分（受付開始は午前10時）
入札会場　栃木県庁 昭和館
物件の内容（２件）
（１）宅地（333.73㎡）那珂川町馬頭字赤坂254番2
　　　最低売却価格（3,270,000円）、入札保証金（164,000円）
　　　現地説明会　１月24日（月）午前11時～ 11時30分
（２）宅地（353.33㎡）那珂川町松野字深沢1040番5
　　　最低売却価格（2,120,000円）、入札保証金（106,000円）
　　　現地説明会　1月24日（月）午後１時～１時30分
その他　
　入札に参加する場合、事前に参加申込の手続きが必要です。
　入札前（午前10時20分まで）に入札保証金の納付が必要です。
　売却代金は、売却決定後、概ね１ヶ月以内に一括納入すること。
　物件や入札方法等の詳細については、お問い合わせください。
問い合わせ・資料請求先
　栃木県経営管理部管財課　財産活用推進室
　☎028－623－2077

県有財産（土地）の売払い（一般競争入札）武茂・大内・大山田財産区
56年の歴史に幕

　武茂・大内・大山田財産区は昭和
29年７月１日の町村合併の際、従来
の村有林を旧村ごとに維持・管理しな
がら、財産区有林の収益をもって地域
住民の福祉増進に寄与するという目的
のなか、それぞれの財産区議会の運営
によって、地域の振興に役立てよう
と、旧馬頭町の誕生とともに設置され
ました。
　しかし、木材市況の低迷で経営が厳
しさを増したことなどから、昨年12
月14日をもって財産区を廃止するこ
とが決まり、56年の長い歴史に幕を
下ろすこととなりました。
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〔
控
除
関
係
〕

①
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
る
方

　

は
、
配
偶
者
の
所
得
の
わ
か
る

　

書
類

②
医
療
費
控
除
、
生
命
保
険
料
控

除
、
地
震
保
険
料
控
除
を
受
け

る
方
は
、
領
収
書
ま
た
は
証
明

書
（
医
療
費
に
つ
い
て
、
生
命

保
険
や
社
会
保
険
か
ら
の
補
て

ん
金
が
あ
る
方
は
戻
り
金
額
が

わ
か
る
明
細
書
等
）

※

損
害
保
険
料
控
除
が
改
組
さ

れ
、
地
震
保
険
料
控
除
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
経
過
措
置

と
し
て
、
平
成
18
年
12
日
31

日
ま
で
に
締
結
し
た
「
長
期

損
害
保
険
契
約
等
」
に
つ
い

て
は
、
平
成
19
年
以
後
の
各

年
に
お
い
て
、
従
前
の
損
害

保
険
料
控
除
と
同
様
の
金
額

の
控
除
（
最
高
１
万
５
千

円
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
控
除
限
度
額
は
地
震

保
険
料
と
旧
長
期
損
害
保
険

料
を
合
わ
せ
て
最
高
５
万
円

と
な
り
ま
す
。

③
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
方

　

は
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護

　

保
険
料
・
国
民
年
金
保
険
料
等

　

領
収
書
（
国
民
年
金
保
険
料
を

　

支
払
っ
て
い
る
方
は
、
社
会
保

　

険
事
務
所
発
行
の
社
会
保
険
料

　

控
除
証
書
）

④
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
、

　

障
害
者
手
帳

⑤
雇
人
費
の
あ
る
方
は
、
支
払
い

　

を
証
明
す
る
領
収
書
等
、
ま
た

　

は
個
人
別
支
払
い
金
額
の
わ
か

　

る
も
の

⑥
地
代
・
家
賃
等
の
所
得
が
あ
る

　

方
は
、
固
定
資
産
税
土
地
家
屋

　

明
細
書

⑦
寄
付
金
控
除
を
受
け
る
方
は
、

　

寄
付
先
か
ら
の
受
領
書

そ
の
他

・
町
県
民
税
申
告
書
及
び
収
支
内

　

訳
書
（
一
般
・
不
動
産
）
が
必

　

要
な
方
は
、
本
庁
税
務
課
ま
た

　

は
小
川
庁
舎
総
合
窓
口
課
で
お

　

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

・
公
的
年
金
受
給
者
で
所
得
税
が

　

非
課
税
で
も
、
住
民
税
は
課
税

　

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
配

　

偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
を
す
る

　

こ
と
で
住
民
税
も
非
課
税
と
な

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該

　

当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
確
定

　

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
町
県
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特

　

別
控
除
（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）

　

を
受
け
る
方
は
毎
年
申
告
が
必

　

要
で
し
た
が
、
税
制
が
改
正
さ

　

れ
、
平
成
21
年
度
か
ら
申
告
が

　

不
要
と
な
り
ま
し
た
。

（土・日曜日は閉庁日です）
受け付けます。どうしても平日に相談できない方はご利用ください。

　

平
成
22
年
分
確
定
申
告
相
談
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
期
間
内
に
申
告
さ
れ
る

よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

申
告
が
必
要
な
方

【
平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
、
那
珂
川
町
に
住
所
を
有
し
次
に
該
当
す
る
方
】

①
平
成
22
年
中
に
「
営
業
・
農
業
・
配
当
・
不
動
産
・
譲
渡
」
等
の
収
入
が

あ
っ
た
方

②
給
与
所
得
者
で
平
成
22
年
中
に
「
農
業
・
不
動
産
・
配
当
」
等
給
与
以
外
の

　

収
入
が
あ
っ
た
方

③
２
つ
以
上
の
事
業
所
か
ら
給
与
等
の
支
払
い
を
受
け
た
方

④
平
成
22
年
中
に
退
職
し
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な
い
方

⑤
日
雇
労
務
、
パ
ー
ト
及
び
内
職
等
の
収
入
が
あ
っ
た
方

⑥
収
入
が
全
く
無
い
方
で
も
、
所
得
証
明
が
必
要
と
な
る
方
、
国
民
年
金
の
免

　

除
申
請
を
す
る
方
、
ま
た
現
在
国
民
健
康
保
険
加
入
の
方

⑦
非
課
税
所
得
（
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
等
）
の
み
の
収
入
の
方

　

申
告
の
必
要
が
無
い
方

◎
給
与
だ
け
の
収
入
で
、
そ
の
他
に
収
入
が
無
く
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る
方

　

申
告
に
持
参
す
る
も
の

◎
印
鑑
・
預
金
通
帳
等
（
所
得
税
の
口
座
振
替
納
付
ま
た
は
還
付
に
な
る
場
合

　

は
本
人
の
も
の
に
限
り
ま
す
）

〔
収
入
関
係
〕

①
源
泉
徴
収
票
（
給
与
・
年
金
・
報
酬
・
賃
金
等
）

②
営
業
・
不
動
産
収
入
の
あ
る
方
は
、
収
支
内
訳
書
、
収
入
支
出
明
細
の
わ
か

　

る
も
の

③
農
業
収
入
の
あ
る
方
は
、
収
支
内
訳
書
、
収
入
支
出
明
細
の
わ
か
る
も
の
、

肉
用
牛
売
却
証
明
書
等

④
土
地
等
の
売
渡
し
の
あ
る
方
（
公
共
用
地
関
係
）
は
、
買
取
証
明
書
等
の
売

　

渡
し
金
額
の
わ
か
る
も
の

⑤
配
当
、
一
時
所
得
等
の
収
入
が
あ
る
方
は
、
収
入
支
出
明
細
の
わ
か
る
も
の

⑥
補
て
ん
金
等
の
支
払
い
を
受
け
た
方
は
、
そ
の
支
払
い
明
細
書
等
（
線
下
補

　

償
、
休
作
補
償
、
土
地
借
上
げ
等
）
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※

無
申
告
は
、
左
記
の
と
お
り
、

　

い
ろ
い
ろ
な
面
で
不
利
に
な
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。
無
収
入
で

　

も
、
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
国
民
健
康
保
険
の
加
入
世
帯
で

　

は
、
低
所
得
者
軽
減
が
受
け
ら

　

れ
ま
せ
ん
。

・
65
歳
以
上
の
方
が
い
る
世
帯
で

　

は
、
介
護
保
険
料
の
段
階
判
定

　

で
不
利
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

　

す
。

・
保
育
園
児
・
幼
稚
園
児
の
い
る

　

世
帯
で
は
、
保
育
料
に
影
響
し

　

ま
す
。

・
障
害
者
の
い
る
世
帯
で
は
医
療

　

福
祉
関
係
の
助
成
に
影
響
し
ま

　

す
。

・
無
申
告
の
方
に
は
、
所
得
（
課

　

税
・
非
課
税
）
証
明
者
が
発
行

　

さ
れ
ま
せ
ん
。

・
町
営
住
宅
に
入
居
さ
れ
て
い
る

　

方
は
、
後
日
住
民
税
決
定
通
知

　

書
が
必
要
で
す
の
で
、
申
告
が

　

必
要
で
す
。

■申告期間：２月16日～３月15日　
※２月20日（小川地区）、３月６日（馬頭地区）に日曜申告相談を　

※医療費控除の事前計
算会を開催しますので、
ご利用ください。
日時　２月２日（水）
　午前10時～午後４時
会場　本庁２階会議室
　医療費の領収書を
お持ちください。
問い合わせ　税務課
　☎0287－92－1120

平成22年分　確定申告相談日程表

月 日（曜日）

２月16日
２月17日
２月18日
２月20日
２月21日
２月22日
２月23日
２月24日
２月25日
２月28日
３月１日
３月２日
３月３日
３月４日
３月６日
３月７日
３月８日
３月９日
３月10日
３月11日
３月14日
３月15日

上川原・上川原一区・新中の原・上中の原
上町・仲町
吉田・上片平・下片平

上西の原・梅曾 ・関場 
大和町・緑町
高岡・東戸田・神田町・萱場・後沢

栄町１区・栄町２区・栄町３区・本町・舟戸
谷田・谷田町営住宅
小梨・後久保・山崎・恩田
向梅坪・柳林下坪・新屋敷

舟戸町営住宅・旭町・白久
三輪１区・三輪２区・三輪３区・下西の原
下薬利・中薬利・上薬利・薬利境・薬利町営住宅
下芳井・上芳井

小川地区全域（日曜申告日）

那珂川町全域
北向田・小口
馬　頭
馬　頭
馬頭・健武
矢又・和見

馬頭地区全域（日曜申告日）
久那瀬・小砂
松野・富山
大内・大那地

盛泉・谷川・大山田上郷
大山田下郷
那珂川町全域
那珂川町全域

水
木
金
日
月
火
水
木
金
月
火
水
木
金
日
月
火
水
木
金
月
火

申告会場
午　前　の　部 午　後　の　部

対　　　　　象　　　　　地　　　　　区

小
川
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
会
議
室

那
珂
川
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室

【 受付時間 】午前の部 ： 午前８時45分 ～ 午前11時30分　　午後の部 ： 午後１時 ～ 午後５時

　指定日に都合のつかない方は、期間中時間内であれば受付できますが、後半はかなり混雑しますので、できる
だけ指定日にお越し下さるようお願いいたします。
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平成 23 年度　那珂川町臨時職員募集案内
◆募集期間　　１月６日（木）～２月４日（金）　※土日・祝日を除く午前８時30分から午後５時15分まで（郵送の場合は当日消印有効）
◆申込書類　　臨時職員雇用願（那珂川町役場総務課または小川庁舎総合窓口課にあります）
　※町のホームページ（http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp）からもダウンロードできます。
◆申 込 先　　那珂川町役場　総務課　行政係　☎０２８７－９２－１１１１
◆職務内容・雇用条件等の詳細については、各担当課にお問い合わせください。
◆募集職種、予定人員、勤務日、職務内容・雇用条件等は、下記のとおりです。

◆雇用期間は、４月１日から９月30日までの６ヶ月間（更に６ヶ月間の更新をする場合もあります）
◆募集人員は、諸般の事情により変更になることがあります。
◆選考は、書類審査及び必要に応じ面接を実施します。面接は、２月中～下旬を予定しています。
◆結果通知は、２月下旬に本人宛通知します。

・町有バス運転業務
・町内に居住する方
・大型二種運転免許

・月15日程度、土日祝日を含む
・概ね8:30～17:00、運行日程により
　変更あり

・週４日程度
・9:00～17:00

・月10日程度
・8:30～17:15

・週５日、8:30～17:15
・早番遅番・土曜日の交替勤務あり

・週５日、8:30～17:15

・週４日程度の交代勤務
・下校時～18:00、夏休等の長期休業
　中は7:30から

・週５日
・8:30～17:15

・週５日
・9:00～17:00

・週５日
・原則として9:00～16:00

・月10日程度
・8:30～17:15

・火～日の週６日変則勤務
・7:30～21:30のうち５時間

・火～日で月21日の変則勤務
・8:30～17:15

・週５日、8:30～17:15
・夏休等の学校休業日は原則として勤務なし

・週５日
・8:30～17:15

・週５日、8:30～16:00のうち６時間
・夏休等の幼稚園休業日は勤務なし
・水～金、9:00～14:30のうち４時間
・夏休等の幼稚園休業日は勤務なし
・週５日、8:20～9:20及び14:40～
　15:40の１日２時間
・夏休等の幼稚園休業日は勤務なし
・火～日のうち週５日
・8:30～17:15
・火～日のうち週５日、月20日
・8:30～17:15

・土日を含む週３日程度
・平日9:15～18:00、土日8:30～17:15

・月17日程度
・8:30～17:15

・町有施設の小破修繕業務
・建設・建築作業経験者
・町内に居住する方
・普通自動車運転免許
・国保レセプトの点検・確認事務
・医療事務技能検定２級以上
・パソコン操作のできる方
・保育園の保育業務
・子育て支援センター業務
・保育士資格
・保育園の乳児健康観察と保育業務
・看護師資格

・小学生のクラブ入会児童の保育

・要介護認定調査業務
・看護師又は介護福祉士等資格
・普通自動車運転免許
・町道・公園の維持管理業務
・町内に居住する方
・普通自動車運転免許
・イノシシ肉加工施設での作業
・イノシシの搬入解体
・肉加工作業経験者
・普通自動車運転免許
・陸砂利採石現場の状況把握
・違反行為の監視及び情報収集
・町内に居住する方
・普通自動車運転免許
・受付案内、清掃、入場者管理、
　機械設備管理点検、施設管理等
　の管理運営事務
・町内に居住する方
・公園内の維持管理事務
・町内に居住する方
・普通自動車運転免許

・要介助児童の学習補助・生活指導

・保育の補助
・幼稚園教諭資格
・ひばり幼稚園・小川幼稚園
・要支援園児の保育補助
・ひばり幼稚園・小川幼稚園
・給食の準備・片付け
・ひばり幼稚園・小川幼稚園
・通園バス添乗による園児の乗
　降支援
・小川幼稚園のみ

・展示解説・学芸事務等の業務
・パソコン操作のできる方

・町内に居住する方
・資料貸出返却・データ作成等の
　図書館事務
・パソコン操作のできる方
・受付案内
・一般事務
・町内在住者

時給 1,000

時給 900

日給 7,200

日給 8,400

日給 8,800

時給 900

日給 8,400

日給 6,300

日給 6,000

日給 7,200

時給 900

日給 6,400

日給 6,800

日給 8,400

時給 850

時給 800

時給 800

日給 6,400

日給 6,400

日給 6,400

日給 6,400

1

1

1

21

1

６

1

2

1

1

男女
各３

２

４

３

２

２

２

1

２

２

1

町有バス運転手

修繕作業員

レセプト点検員

保育士

看護師

馬頭・小川放課後
児童クラブ指導員

介護認定調査員

作業補助員

イノシシ肉加工作業員

陸砂利採石監視員

ゆりがねの湯職員

ふるさとの森公園管理人

小学校支援職員

幼稚園補助教諭

幼稚園支援職員

幼稚園給食補助員

幼稚園バス添乗員

馬頭郷土資料館事務員

なす風土記の丘資料館
事務員

小川図書館事務員

馬頭広重美術館事務員

総　務　課
☎92-1111

住民生活課
☎92-1112

健康福祉課
☎92-1119

建　設　課
☎92-1118

農林振興課
☎92-1113

商工観光課
☎92-1116

学校教育課
☎96-2114

生涯学習課
☎96-2116

担 当 課 職　　種 賃金（円） 勤務時間・日数 職務内容・雇用条件等募集
人員
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水道料金、下水道及び農業集落排水施設の
使用料改定のお知らせ

※上記の水道料金、下水道及び農業集落排水施設使用料の表は、１ヶ月分の料金となっています。
　実際の請求は１期（２ヶ月分）単位で行われますので、ご注意ください。

※小川地区については、緩和措置として、平成26年２月使用分まで、経過料金が適用されます。

税抜（単位：円）

税込（単位：円）

【問い合わせ】　上下水道課　　☎０２８７－９２―２００２

　平成23年３月使用分（平成23年度第１期）から水道料金、下水道及び農業集落排水施設使用料が別表のとおり
改定されます。
　水道料金等については、合併後速やかに統一するとされておりましたが、この度、水道料金等審議会より改定
の答申がなされ、下記の表のとおり町議会に於いて議決されましたのでお知らせします。

水道料金（改定後）

口 径

改　定　料　金 経　過　料　金

基本料金
（1ヶ月）

11㎥未満 11㎥以上
21㎥未満

21㎥以上
31㎥未満 31㎥以上 11㎥未満 11㎥以上

21㎥未満
21㎥以上
31㎥未満 31㎥以上

超過料金（１㎥につき） 基本料金
（1ヶ月） 超過料金（１㎥につき）

区　分
基本料金（１ヶ月つき）

１㎥につき

超過料金（１㎥につき）

下水道及び農業集落排水施設使用料（改定後）

13㎜

20㎜

25㎜

30㎜

40㎜

50㎜

75㎜

100㎜

臨時用

消火栓演習用

1,700 

2,200 

2,500 

3,800 

4,800 

7,800 

15,300 

32,600 

1,650 

2,100 

2,500 

3,650 

4,800 

7,650 

12,800 

32,600 

220 

220 

220 

220 

220 

220 

220 

220 

190 

190 

190 

190 

190 

190 

190 

190 

200

200

200

200

200

200

200

200

220 

220 

220 

220 

220 

220 

220 

220 

240 

240 

240 

240 

240 

240 

240 

240 

260 

260 

260 

260 

260 

260 

260 

260 

１㎥につき　300円

１栓10分間につき　1,500円

汚　水　量

11㎥未満 1,300一 般 用

臨 時 用

金　額 汚　水　量

11㎥以上　21㎥未満

21㎥以上　31㎥未満

31㎥以上

140 

150 

160 

200 

金　額
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肺
炎
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

  　
　
　
　
「
高
齢
編
」

　

高
齢
者
の
肺
炎
は
高
熱
な
ど
の

症
状
が
出
に
く
く
肺
炎
と
気
づ
か

な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。
今
回
は
、
肺
炎
の
原
因

や
肺
炎
を
防
ぐ
日
常
生
活
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
気
道
感
染
・
肺
炎
」
に
つ
い
て

　

肺
炎
の
原
因
は
細
菌
の
感
染
で

す
。
鼻
や
口
か
ら
肺
ま
で
の
空
気

の
通
り
道
を｢

気
道｣

と
い
い
ま
す

が
、
こ
の
気
道
に
細
菌
や
ウ
イ
ル

ス
が
繁
殖
す
る
と
風
邪
、
さ
ら
に

肺
炎
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
誤
嚥
性
肺
炎
」
に
つ
い
て

　

高
齢
者
は
物
を
飲
み
込
む
機
能

が
低
下
し
や
す
い
の
で
、
唾
液
や

飲
食
物
、
逆
流
し
た
胃
液
な
ど
が

誤
っ
て
気
道
に
入
っ
て
し
ま
い
肺

炎
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
寝
て
い
る
状
態
で
物
を
食
べ

る
と
、
食
物
が
気
道
に
入
り
肺
炎

を
引
き
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

脳
卒
中
を
起
こ
し
た
人
や
要
介
護

状
態
の
人
は
特
に
注
意
が
必
要
で

す
。

禁
煙
し
肺
機
能
の
低
下
を
防
ご
う

　

気
管
支
が
慢
性
的
な
炎
症
を
起

こ
し
て
い
る
状
態
が
あ
り
、
風
邪

な
ど
の
感
染
症
に
よ
る
呼
吸
困
難

の
症
状
が
急
激
に
悪
化
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

 

喫
煙
者
は
、
肺
機
能
の
低
下
が

早
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

肺
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
も
禁

煙
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

肺
炎
を
防
ぐ
日
常
生
活

①
生
活
を
活
発
に
し
て
呼
吸
機
能

　

や
抵
抗
力
を
維
持
す
る

　

散
歩
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
柔
軟

体
操
な
ど
体
を
動
か
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
趣
味
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
に
参
加
し
、
活
発
な

生
活
を
送
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
呼

吸
機
能
や
免
疫
力
を
維
持
し
ま

し
ょ
う
。

②
口
の
中
を
清
潔
、
健
康
に
す
る

　

常
に
口
の
中
を
清
潔
に
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
誤
嚥
性
肺
炎
を
予

防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に

寝
て
い
る
間
に
口
の
中
の
細
菌
が

繁
殖
し
や
す
い
の
で
、
夕
食
後
の

歯
の
手
入
れ
を
し
っ
か
り
行
い
ま

し
ょ
う
。　

③
食
べ
る
姿
勢
に
気
を
つ
け
る

　

上
体
を
起
こ
し
、
あ
ご
を
少
し

ひ
い
た
姿
勢
が
誤
嚥
し
に
く
い
姿

勢
で
す
。
良
く
か
ん
で
か
ら
、
口

を
閉
じ
て
ご
っ
く
ん
と
飲
み
込
む

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
食
後
す
ぐ
に
横
に
な
ら
な
い

　

胃
・
食
道
か
ら
の
逆
流
を
防
ぐ

た
め
に
、
食
後
２
時
間
く
ら
い
は

座
位
を
保
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

⑤
早
め
に
医
師
に
相
談
す
る

　

咳
や
た
ん
が
続
く
、
だ
る
さ
が

と
れ
な
い
、
食
欲
が
出
な
い
と

い
っ
た
場
合
は
肺
炎
を
疑
い
、
か

か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

子育て支援センター
センターは、０歳から就学前のお子さん、お母さん、
おうちの方の交流の場です。

：　月曜日～金曜日
　　　　　  9：00～12：00
　　　　　13：00～17：00

　子ども同士が関わりあう姿を見ると、自然にその
周りには、お母さん方が集まるものですね！すると、
いつの間にか、お母さん方もお友達になれますね！

２月９日（水）10：00～
 「親子で楽しめる昔話」などを、まほろばがたり
会員の田所順子先生が楽しませてくださいます。
　申し込みは、２月８日までです。

☎0287－96－5223

１月26日（水）10：00～
　２月３日の「節分」に向けて鬼のお面
を作ってみませんか？
　まめまきで、泣き虫鬼など悪い鬼を追
い出す準備をしよう！

申し込みは
　１月24日まで
です。
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え
ら

怒
涛
よ
り
潮
の
匂
ひ
大
初
日 

松　

野　
　
　
　

大
高　

松
竹

藁
の
香
を
部
屋
に
満
た
し
て
注
連
作
り 

松　

野　
　
　
　

鶴
川　

良
子

新
藁
の
注
連
太
ぶ
と
と
氏
神
へ 

松　

野　
　
　
　

横
山　

義
夫

初
髪
の
櫛
択
び
を
り
祇
園
の
灯 

小　

川　
　
　
　

小
川
の
ぶ
子

東
京
の
涯
や
初
富
士
顕
は
る
る 

吉　

田　
　
　
　

国
安　
　

薫

久
方
の
少
年
と
爺
初
湯
か
な 

小　

川　
　
　
　

金
井　

和
子

遠
き
日
の
教
え
子
の
み
や
げ
自
然
薯
は
初
任
地
の
香
や
太
く
真
直
ぐ
な
り

 

馬　

頭　
　
　
　

藤
田　

文
代

孵
卵
器
で
か
え
せ
し
鴨
を
掌
に
の
せ
て
喜
ぶ
孫
は
九
才

 

盛　

泉　
　
　
　

岡　

イ
チ
エ

慣
れ
ぬ
手
で
卵
を
焼
き
し
孫
娘
頬
に
小
さ
き
誇
り
が
光
る

 

和　

見　
　
　
　

藤
田　

和
夫

マ
マ
が
抱
く
生
れ
し
妹
横
に
見
て
つ
ま
ら
な
そ
う
な
兄
に
な
り
し
子

 

小　

川　
　
　
　

吾
妻　

洋
子

時
間
よ
り
早
く
集
ひ
て
活
き
活
き
と
草
む
し
り
を
り
老
人
達
は

 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

甫
子

萎
み
ゆ
く
も
の
あ
た
た
か
し
吊
し
柿
大
根
そ
し
て
卆
寿
の
母
も

 

小　

川　
　
　
　

佐
藤　

孝
子

孫
ひ
孫
子
等
に
囲
ま
れ
飲
む
お
屠
蘇 

大
山
田
下
郷　
　

佐
藤　

有
紀

代
替
わ
り
ダ
ル
マ
を
変
え
て
歳
を
待
つ 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

友
子

着
地
す
る
明
日
を
信
じ
て
ジ
ャ
ン
プ
す
る 

大　

内　
　
　
　

郡
司　

正
幸

お
正
月
豆
台
風
の
笑
顔
待
つ 

小　

砂　
　
　
　

笹
沼　

季
子

初
詣
働
く
人
を
見
て
帰
り 

小　

川　
　
　
　

平
澤　

照
雄

福
寿
草
数
え
て
弾
む
孫
の
声 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

甫
子

こ
の
年
も
平
凡
で
い
い
初
日
の
出 

薬　

利　
　
　
　

大
嶹　

克
明

那珂川町
図書館

『
江
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

田
渕
久
美
子
／
著
（
日
本
放
送
出
版
協
会
）

　

幼
い
頃
に
戦
乱
で
父
母
を
亡
く
し
、
幾
度
も
の
結
婚
を
余
儀
な
く
さ
れ
な
が
ら
、

将
軍
正
室
に
ま
で
な
っ
た
浅
井
三
姉
妹
の
三
女
・
江
。
信
長
を
伯
父
、
秀
吉
を
義
兄
、

家
康
を
義
父
と
し
た
江
は
、
戦
国
を
代
表
す
る
ス
ー
パ
ー
セ
レ
ブ
で
あ
っ
た
。

　

戦
国
か
ら
江
戸
へ
の
移
り
変
わ
り
を
、
常
に
時
代
の
中
心
点
で
直
に
目
撃
し
た
、

江
の
波
乱
の
生
涯
を
描
く
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
原
作
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

米
澤
穂
信
／
著
（
東
京
創
元
社
）

　

ブ
リ
テ
ン
島
の
東
に
浮
か
ぶ
ソ
ロ
ン
諸
島
。
そ
の
地
の
領
主
で
あ
る
父
を
暗
殺
騎

士
の
魔
術
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
ア
ミ
ー
ナ
は
、
仲
間
と
と
も
に
、
魔
術
に
蝕
ま
れ
操
り

人
形
と
化
し
た
者
た
ち
の
正
体
を
突
き
止
め
る
べ
く
行
動
を
開
始
す
る
。

　

魔
術
や
呪
い
が
横
行
す
る
世
界
で
、「
推
理
」
の
力
は
果
た
し
て
無
力
か
、
そ
れ
と

も
犯
人
に
辿
り
着
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
？
現
在
最
も
注
目
を
集
め
る
俊
英
が
放
つ
、

魔
術
と
剣
と
謎
解
き
の
巨
編
。

『
し
め
か
ざ
り
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

森　

須
磨
子
／
著
（
福
音
館
書
店
）

　

お
正
月
、
新
し
い
年
を
元
気
に
過
ご
す
た
め
の
力
を
さ
ず
け
て
く
れ
る
「
年
神
様
」

を
お
む
か
え
す
る
た
め
に
、
家
の
門
や
玄
関
に
し
め
か
ざ
り
を
か
ざ
り
ま
す
。

　

し
め
か
ざ
り
は
各
地
域
で
違
う
の
は
も
ち
ろ
ん
、
作
る
人
や
飾
る
場
所
に
よ
っ
て

も
様
々
で
、
鶴
や
亀
、
俵
な
ど
、
驚
く
ほ
ど
色
々
な
形
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
わ
か
り

や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

◇『
錨
を
上
げ
よ
』　

百
田
尚
樹
／
著
（
講
談
社
）

◇『
若
様
組
ま
い
る
』　

畠
中　

恵
／
著
（
講
談
社
）

◇『
杉
下
右
京
の
事
件
簿
』　

碇　

卯
人
／
著
（
朝
日
新
聞
出
版
）

◇『
最
初
の
哲
学
者
』　

柳　

広
司
／
著
（
幻
冬
舎
）

◇『
歌
舞
伎
町
セ
ブ
ン
』　

誉
田
哲
也
／
著
（
中
央
公
論
新
社
）

◇『
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
』　

石
田
衣
良
／
著
（
文
芸
春
秋
）

◇『
風
の
な
か
の
櫻
香
』　

内
田
康
夫
／
著
（
徳
間
書
店
）

◇『
体
の
芯
の
冷
え
を
と
る
！
ウ
ル
ト
ラ
し
ょ
う
が
美
味
レ
シ
ピ
』
幸
井
俊
高
／
著
（
河
出
書
房
新
社
）

◇『
続
体
脂
肪
計
タ
ニ
タ
の
社
員
食
堂
』　

タ
ニ
タ
／
著
（
大
和
書
房
）

◇『
子
ど
も
と
楽
し
む
手
あ
そ
び
・
わ
ら
べ
う
た
』　

梅
谷
美
子
／
著
（
か
も
が
わ
出
版
）

◇『
チ
ャ
レ
ン
ジ
ミ
ッ
ケ
！
』　

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ィ
ッ
ク
／
著
（
小
学
館
）

◇『
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
』　

齋
藤
智
裕
／
著
（
ポ
プ
ラ
舎
）

『
折
れ
た
竜
骨
』

う
し
お

て
の
ひ
ら

あ
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寄
贈

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
福
祉
基
金
へ

一
万
六
千
六
百
七
十
二
円

　

那
珂
川
町
文
化
協
会
歌
謡
部
様

三
万
一
千
五
十
六
円

　

㈲
益
子
建
築
・
㈱
関
東
フ
ー
ズ

　
　
　
　

合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
様

○
図
書
館
へ

図
書
「
マ
リ
ア
様
が
み
て
る
９
巻
」

　
　
　
　

友
田
哲
也
様（
馬
頭
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

八
千
円　
　

匿
名（
４
３
４
回
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

二
万
円　

益
子
和
弘
様（
健
武
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
34
回
）

十
万
円　

長
山
宣
弘
様（
久
那
瀬
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
へ

一
万
二
千
円

　
　
　

川
崎
工
業
㈱
安
全
大
会
様

一
万
三
千
円

　
　

宇
都
宮
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
様

二
千
円

　
　
　

ス
タ
ー
ラ
イ
ト
友
の
会
様

○
社
会
福
祉
協
議
会
へ

福
祉
機
器
（
シ
ル
バ
ー
カ
ー
他
）

馬
頭
・
小
川
ロ
ー
タ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ク
ラ
ブ
様

福
祉
機
器（
シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
ー
）

　
　
　
　
　
　
　

㈱
田
島
工
業
様

　

今
回
で
４
回
目
の
公
演
と
な
っ

た
「
第
九
を
歌
う
会
」。
演
奏
会

で
は
、
ま
ず
初
め
に
特
別
演
奏
と

し
て
、
那
珂
川
町
小
川
出
身
の
玉

川
克
さ
ん
に
よ
る
チ
ェ
ロ
の
独
奏

が
あ
り
、
桑
生
美
千
佳
さ
ん
の
ピ

ア
ノ
演
奏
と
と
も
に
、「
さ
く
ら

さ
く
ら
」
や
「
荒
城
の
月
」
な
ど

が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
宇
都
宮
高
校
音
楽
部
管

弦
楽
団
と
宇
都
宮
女
子
高
校
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
部
合
同
に
よ
る
「
葦
笛

の
踊
り
」
や
「
花
の
ワ
ル
ツ
」
な

ど
の
演
奏
が
あ
り
、
引
き
続
き
、

日
本
の
歌
と
し
て
、「
涙
そ
う
そ

う
」
や
「
ふ
る
さ
と
」
な
ど
を
合

唱
し
た
後
に
、交
響
曲
第
九
番「
合

唱
」
よ
り
第
４
楽
章
（
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
作
曲
）
を
歌
い
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
約
３
５
０
人
の
大

勢
の
観
客
が
訪
れ
、
出
演
者
に
は

　

町
民
の
融
和
と
交
流
を
図
ろ
う
と
平
成
19
年
３
月
に
発
足
し
た
「
那
珂
川
町
第
九
を
歌
う
会
」（
古
沢
實
会
長
）

で
は
12
月
12
日
、
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
第
４
回
演
奏
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
会
約
１
１
０
人
の
老
若
男
女
の
メ
ン
バ
ー
の
ほ
か
、
宇
都
宮
高
、
宇
都
宮
女
子
高
の
合
唱
部
や
音
楽
部
管
弦

楽
団
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
の
約
１
１
０
人
の
生
徒
、
宇
都
宮
市
で
活
動
し
て
い
る
合
唱
団
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
一
丸

と
な
っ
て
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
第
九
番
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

演
奏
が
終
わ
る
度
に
盛
大
な
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、「
涙

そ
う
そ
う
」
と
「
ふ
る
さ
と
」
を

合
唱
し
、
観
客
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
な
っ
て
歌
い
、
会
場
は
一
体
感

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

○
毎
年
鑑
賞
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
合
唱
団
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
素
晴
ら
し
い
で

す
ね
。
来
年
も
来
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
町
外
・
30
代
男
性
）

○
こ
の
小
さ
な
町
で
素
敵
な
一
日

を
過
ご
せ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

ふ
る
さ
と
那
珂
川
町
の
自
慢
の
一

つ
で
す
。　
（
町
内
・
40
代
女
性
）

○
チ
ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ
演
奏
は
素
晴

ら
し
か
っ
た
。親
し
み
の
あ
る「
さ

く
ら
さ
く
ら
」「
荒
城
の
月
」
に

は
ジ
ー
ン
と
き
ま
し
た
。
第
九
は

迫
力
満
点
、
涙
が
出
ま
し
た
。
今

は
町
外
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、「
ふ

る
さ
と
」
は
小
川
で
す
。
感
動
的

で
し
た
。　
（
町
外
・
70
代
男
性
）

第
４
回
那
珂
川
町
第
九
を
歌
う
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

演
奏
会
を
開
催

観
客
の
皆
さ
ん
の
感
想

  

（
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
よ
り
）

ホールに響くソリストの歌声ホールに響くソリストの歌声ホールに響くソリストの歌声

アンコールで一緒に歌う観客の皆さんアンコールで一緒に歌う観客の皆さんアンコールで一緒に歌う観客の皆さん
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12
月
２
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
地

域
資
源
活
用
に
よ
る
町
お
こ
し
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
講
師
に
県
産
業
技
術
セ

ン
タ
ー
理
事
長
の
黒
﨑
日
出
雄
氏
を
迎
え
、

「
地
域
資
源
を
発
見
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
、
町

づ
く
り
に
活
か
そ
う
」
と
題
し
て
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

　

黒
﨑
さ
ん
は
、「
眠
っ
て
い
る
地
域
資

源
を
掘
り
起
こ
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
そ

の
資
源
を
第
１
次
産
業
・
第
２
次
産
業
・

第
３
次
産
業
す
べ
て
に
利
用
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

町
内
の
商
店
や
温
泉
旅
館
、
農
業
関
係

な
ど
か
ら
集
ま
っ
た
52
名
の
参
加
者
は
、

黒
﨑
さ
ん
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　

12
月
５
日
、
役
場
周
辺
の
特
設
会
場
に

て
、
商
工
祭
が
開
催
さ
れ
、
福
引
き
や
模

擬
店
、
よ
さ
こ
い
や
猿
回
し
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
家
族
連
れ
を
中
心
に
大
勢
の
町

民
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
南
側

の
特
設
会
場
で
も
、
小
川
暮
れ
市
が
開
催

さ
れ
、
ダ
ル
マ
市
や
ミ
ニ
上
棟
式
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
大
い
に
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

12
月
７
日
、
ひ
ば
り
幼
稚
園
で
は
発
表

会
を
開
催
。
高
橋
道
男
園
長
か
ら
「
今
日

の
発
表
会
に
向
け
て
、
園
児
た
ち
は
、
一

生
懸
命
に
練
習
し
て
き
ま
し
た
。
日
々
、

確
実
に
成
長
し
て
い
る
子
ど
も
達
の
姿
を

ご
覧
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

園
児
の
皆
さ
ん
は
、
お
遊
戯
や
歌
・
合
奏

な
ど
を
次
々
に
保
護
者
の
前
で
披
露
し
ま

し
た
。

　

オ
ペ
レ
ッ
タ
「
15
匹
の
こ
ぶ
た
と
お
お

か
み
」
で
は
、
こ
ぶ
た
の
数
を
増
や
し
て

園
児
た
ち
全
員
が
出
演
出
来
る
よ
う
に
工

夫
し
、
遊
戯
の
「
よ
さ
こ
い
エ
イ
サ
ー
琉

球
王
」
で
は
、
そ
ろ
い
の
ハ
ッ
ピ
姿
で
元

気
な
掛
け
声
と
と
も
に
踊
る
園
児
の
姿
に

大
き
な
拍
手
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
発
表
会
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た

ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は
、
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
園
児
の
皆
さ
ん
は
大
喜

び
で
し
た
。

　

12
月
19
日
、
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

小
川
館
に
て
、「
峠
で
た
ど
る
栃
木
の
歴

史
と
文
化
」
と
題
し
た
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
は
、
小
川
ハ
イ
キ
ン
グ
同

好
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、
県
内
外
は
も

と
よ
り
、
外
国
の
登
山
歴
も
豊
富
な
桑
野

正
光
教
育
長
が
、
山
歩
き
の
楽
し
さ
を
教

え
て
く
れ
た
縁
で
、
今
回
、
講
師
を
お
願

い
し
、
開
催
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
戦
後
の
大
量
高
速
輸
送
時

代
に
適
し
た
ト
ン
ネ
ル
が
普
及
し
、
峠
が

廃
れ
て
い
く
現
状
や
「
山
」
の
「
上
下
」
と

書
い
て
「
峠
」
と
読
ま
せ
る
日
本
人
が
造

字
し
た
国
字
の
妙
の
説
明
が
あ
り
、
ま
た
、

北
と
東
西
の
三
方
が
山
地
に
囲
ま
れ
た
栃

木
に
は
多
く
の
峠
が
あ
り
、
特
に
陸
奥
と

都
を
つ
な
ぐ
重
要
路
と
し
て
の
栃
木
の
道

と
峠
の
特
徴
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
栃
木
に
は
、
他
に
誇
れ
る
歴
史

的
な
峠
が
多
数
あ
り
、
峠
と
い
う
文
化
遺

産
を
と
お
し
て
地
域
の
歴
史
を
知
り
、
継

承
す
る
こ
と
は
、
そ
の
世
代
の
義
務
で
あ

る
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

商
工
祭
・
小
川
暮
れ
市

地
域
資
源
活
用
に
よ
る

町
お
こ
し
講
演
会

「
栃
木
の
峠
」
講
演
会

ひ
ば
り
幼
稚
園
で
発
表
会

商工祭商工祭商工祭小川暮れ市小川暮れ市小川暮れ市
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　農作物に害を及ぼす病害虫の駆除
を目的とする町内一斉しば焼きを実
施します。
日時　１月30日（日）午前９時～正午
　　　※予備日２月６日（日）
　なお、予備日にも実施できない場
合は中止とする。火災の予防と作業
者の安全に十分注意して実施して下
さい。
問い合わせ　
馬頭地区病害虫防除対策協議会、小
川地区農作物病害虫防除協議会（Ｊ
Ａなす南　営農部内事務局）
　　　　　　　　☎0287－96－6170
農林振興課　　　☎0287－92－1113

　平成23年度上半期（４月～９月）
分の視聴覚研修室ギャラリー使用申
請を受け付けます。
申込期限　２月28日（月）
※期限後であっても申し込み状況に
より使用できる場合があります。
※ご希望の使用期間が重複する場合
は、調整させていただきます。
問い合わせ　馬頭広重美術館
　　　　　　☎0287－92－1199

　平成23・24年度における那珂川町
入札参加資格審査申請（建設工事、
測量・建設コンサルタント等、物
品・役務）の受付を次のとおり行い
ます。
受付期間　２月１日（火）～18日（金）
　　　　　（土・日・祝日を除く）
　午前９時～正午、午後１時～５時
提出書類　一般競争（指名競争）入
札参加資格審査申請書受付要領（町
ホームページからダウンロード）を
参照
職種　①建設工事、②測量・建設コ
ンサルタント等業務、③物品・役務
等

入札参加資格の有効期間　平成23年
４月１日から平成25年３月31日まで
問い合わせ・提出先
総務課管財係　☎0287－92－1111
那珂川町のホームページアドレス
http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp

日時　２月11日（祝・金）～12日（土）
総合体育館出発（小川体育館経由）
場所　新潟県苗場スキー場
募集人員　30名
※定員になり次第締切り
※中学生以下は保護者の同伴が必要
参加費　大人　　　　　　23,000円
　　　　小人（小学生以下）17,000円
申込締切　１月28日（金）
問い合わせ・申込先
生涯学習課　☎0287－96－2116

日時　３月12日（土）
総合体育館出発（小川体育館経由）
場所　福島県だいくらスキー場
募集人員　40名
※定員になり次第締切り
※中学生以下は保護者の同伴が必要
参加費　大人　　　　　　 2,500円
　　　　小人（小学生以下）1,000円
申込締切　３月４日（金）
問い合わせ・申込先
生涯学習課　☎0287－96－2116

　野菜や花の栽培を始めたいと思っ
ている農家の方を対象に、管内優良
農家のほ場見学を開催します。
開催日時　２月８日（火）
午前９時～午後３時
集合場所　ＪＡなす南本店（白久）
　　　　（午前８時50分までに集合）
　　　　※バスで各ほ場を回ります
見学農家　いちご、春菊、にら、春
トマト、スナップエンドウの生産農
家
参加料　無料（昼食は主催者で準備）
申込期限　２月３日（木）

第３回  町民スキー教室・スキー大会
参加者募集

必ずチェック　最低賃金
　使用者も、労働者も。

園芸作物ほ場見学会開催のご案内

第２回　町民スキー教室
参加者募集

馬頭広重美術館視聴覚研修室
ギャラリー使用申請を受け付けます

平成23・24年度
那珂川町入札参加資格審査申請書

の受付について

平成23年度～平成27年度
那珂川町総合振興計画後期基本計画
（案）のパブリックコメント募集

町内一斉しば焼きの実施
申し込み・問い合わせ
ＪＡなす南営農部園芸課
　　　　　　　　☎0287－96－6170
那珂川町農林振興課
　　　　　　　　☎0287－92－1113

　栃木県の最低賃金は、平成22年10
月７日から１時間697円に改正され
ました。また、栃木県内の６つ特定
（産業別）最低賃金（１時間）は、平
成22年12月31日に以下のとおり改正
されました。
『塗料製造業（846円）』、『はん用・生
産用・業務用機械器具製造業（789
円）』、『電子部品・デバイス・電子
回路、電気・情報通信機械器具製造
業（789円）』、『自動車・同附属品製
造業（793円）』、『計量器・測定器・
分析機器・試験機・測量機械器具製
造業、医療用機械器具・医療用品製
造業、光学機械器具・レンズ製造
業、医療用計測器製造業、時計・同
部分品製造業（789円）』、『各種商品
小売業（755円）』
問い合わせ
栃木県労働局労働基準部賃金室
　　　　　　　　☎028－634－9109
宇都宮労働基準監督署
　　　　　　　　☎028－633－4251

受付期間　１月11日～２月10日
計画（案）の閲覧方法　町ホームペー
ジ、または企画財政課及び総合窓口課
意見を提出できる方　町内に在住・
通勤・通学している方、または町内
に事業所を有する方
意見等の提出方法　郵便、FAX、電
子メール、または書面で提出
※住所、氏名、電話番号を明記のこと
問い合わせ・提出先　
企画財政課企画調整係　
　　　　　　　 ☎  0287－92－1114
　　　　　　  FAX0287－92－1316
メールアドレス
kikaku@town.tochigi-nakagawa.lg.jp
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　放送大学はテレビやラジオの放送
を通じて学ぶ遠隔教育の大学です。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・
自然科学など、幅広い分野を学べます。
出願期間　２月28日
その他　資料は放送大学ホームペー
ジ（http://www.ouj.ac.jp）または下
記までご請求ください。
問い合わせ・資料請求先
放送大学栃木学習センター
　　　　　　　　☎028－632－0572

　栃木県では、今年４月からスター
トする栃木県重点戦略「新とちぎ元
気プラン」に掲げる取り組みに対す
る「満足度」や「重要度」などについ
て、県民の皆さまの率直なご意見を
伺うため、県民満足度調査を実施し
ます。
調査対象者　県内に在住か通勤通学
している方
調査期間　２月１日～ 28日
調査方法　①インターネットでの回
答方法は県ホームページをご覧くだ
さい。（http://pref.tochigi.lg.jp）
②調査票の郵送を希望する方は、下
記までお問い合わせください。な
お、調査票は、県民センター・県民
相談室にも備え付けてあります。
問い合わせ　栃木県　総合政策課
　　　　　　☎028－623－2206

　７月で地上アナログテレビ放送が終
了します。総務省栃木県テレビ受信者
支援センター（デジサポ栃木）では、
地デジに関する理解を深め、不安や疑
問などを解消するため以下のとおり説
明会・個別相談会を開催します。
　現在アナログ放送をご覧の方な
ど、地デジ化にお困りの方はぜひご
参加ください。
期日　1月28日（金）・29日（土）
会場　小川健康管理センター

開催時間
　午前の部　午前10時30分～正午
　午後の部　午後１時～３時
内容　午前・午後の部とも、最初の
約20分間は、地デジ化のメリットや
受信方法、受信環境などに関する説
明会を行い、その後、個別の相談を
承ります。
※申込や予約は不要です。直接会場
へお越しください。
問い合わせ　デジサポ栃木　相談会
グループ　☎028－635－1152

　総務省では、経済的な理由で地上
デジタル放送をまだ視聴できない低
所得世帯に対して、支援を行ってい
ます。対象となる世帯は、
①生活保護世帯などでＮＨＫ放送受
　信料が全額免除の世帯
②市町村民税が非課税の世帯
であり、地上デジタル放送対応の簡
易なチューナー（１台）の無償給付
などを行っています。
　支援の内容、申込み方法等は、対
象世帯によって異なります。詳しく
は、地デジチューナー支援実施セン
ターの各窓口へお問い合わせください。
問い合わせ
○生活保護世帯等で放送受信料全額
免除世帯の方　　　☎0570－033840
○市町村民税非課税世帯の方
　　　　　　　　　☎0570－023724

　雇用保険を受給できない失業者に
職業訓練や生活保障を提供します。
会場　よくわかるパソコン教室烏山校
訓練期間　２月16日～５月19日
　　　　　（土・日・祝日は休み）
訓練時間　午後１時30分～６時
テキスト代　5,880円
申込期限　１月20日（木）
その他　訓練期間中に生活費の支給
（毎月10万～12万円）と希望者には貸
付（毎月５万～８万円）もあります。
問い合わせ　ハローワーク那須烏山
　　　　　　☎0287－82－2213

地上デジタル放送視聴のための
低所得世帯への支援について

緊急人材育成支援事業
「無料パソコン教室」

放送大学の４月生募集

県民満足度調査にご協力ください

地デジに関する相談会を開催します

那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール

5：30
6：00
6：30
7：00
7：30
8：00
8：30
9：00
9：30
10：00
10：30
11：00
11：30
12：00
12：30
13：00
13：30
14：00
14：30
15：00
15：30
16：00
16：30
17：00
17：30
18：00
18：30
19：00
19：30
20：00
20：30
21：00
21：30
22：00
22：30
23：00
23：30
0：00
0:30
1:00
朝まで

都合により予告なく番組を変更
する事があります。ＥＰＧでの
確認を、お願いします。

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ
アグリネット
文字放送
アグリネット

ニュースＮ・ＴＯＷＮ
文字放送

県政ピックアップ
クローズアップとちぎ
ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送
 

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

農林水産省気象情報（金土日除）
運び屋寄席

サイエンスCH ＴＨＥ ＭＡＫＩＮＧ
ＵＨＯフュ―チャーレスキュー

企画番組
ニュースＮ・ＴＯＷＮ
県政ピックアップ
クローズアップとちぎ

サイエンスCH ＴＨＥ ＭＡＫＩＮＧ
ニュースＮ・ＴＯＷＮ

ＮＨＫソフト

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ
文字放送
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共通：１月 31 日（月）、２月 11 日（祝・金）

１月17日（月）、24日（月）
２月７日（月）、14日（月）

１月21日（金）、28日（金）
２月４日（金）、12日（土）

馬頭図書館・小川図書館の休館日（１/16～２/15）

馬頭図書館休館日 小川図書館休館日

たのしい絵本と紙しばいの会
・１月20日（木）午前10：30～
・２月３日（木）午前10：30～
・場所　馬頭図書館  視聴覚室
　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。

生け花教室
・１月22日（土）午後１：30～
　冬のお部屋をはなやかにしよう。
・花代　700円
・申し込み（会員以外の方）　１月18日（火）まで

なかよしひろば
・１月27日（木）午前10：00～
　お絵かきしよう。
・おやつ代　50円
・参加申し込み　１月23日（日）まで

映　画　会
・１月23日（日）第１回　午前９：30～
　　　　　　　  第２回　午後１：30～
　上映予定「アイスエイジ３～ティラノのおとしもの～」
　家族やお友だちと一緒に見に来てね！

婦人ボランティアのおはなし会
・２月12日（土）午後2：00～
・場所　馬頭図書館　児童室
　おはなしじょうずなボランティアさんが
昔ばなしの絵本や紙しばいを読んでくれます。

・１月16日（日）午後2：00～午後3：00
・場所　馬頭図書館  児童室
　ジュニアボランティアクラブの方たちが、
アンパンマンの紙しばいを読んでくれます。
おはなしの後は、カルタとり大会をします。

ＪＶＣのおはなし会

「児童館」
１月16日～２月15日

のお休み

開館時間　午前９時～午後４時
０２８７－９６－３１０９

日 月 火 水 木 金 土

29
1/16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28

8 9 10 11 12
13 14 15

30 31 2/1 2 3
7

手芸教室
・１月29日（土）第１回　午前10：00～
　　　　　　　 第２回　午後１：30～
　アイロンビーズでキーホルダーを作ろう。
・材料費　50円
・申し込み　１月26日（水）まで

なかよしひろば
・２月３日（木）午前10：00～
　節分ごっこをしよう。
・おやつ代　50円
・申し込み　１月30日（日）まで

親子ものづくり教室「ミニわらぞうりを作ろう」
・２月11日（祝・金）午前９：30～
　講師　小川平吉先生
　交通安全のお守りになる
　かわいいわらぞうりを作ります。
　低学年は原則親子で参加してください。
・参加申し込み　２月８日（火）まで
・定員　15組
・参加費　無料

4 5
6

今
月
の
表
紙

　

12
月
16
日
、
わ
か
あ
ゆ

保
育
園
で
初
め
て
の
餅
つ

き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
小
雪
が
降
る

こ
の
冬
一
番
の
寒
い
日
で

し
た
が
、
き
り
ん
組
（
年

長
）
の
園
児
の
皆
さ
ん
は
、

冷
た
い
北
風
に
も
負
け

ず
、
元
気
に
お
餅
を
つ
い

て
い
ま
し
た
。

　

園
児
の
皆
さ
ん
は
、
つ

き
た
て
の
温
か
い
お
餅
に

海
苔
を
巻
い
た
り
、
き
な

粉
を
ま
ぶ
し
た
り
し
て
、

美
味
し
そ
う
に
食
べ
て
い

ま
し
た
。

わ
か
あ
ゆ
保
育
園
で
餅
つ
き
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新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
の
干
支
は
「
ウ
サ
ギ
」
で
す
。

ウ
サ
ギ
は
、
そ
の
ふ
か
ふ
か
し
た

毛
や
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
と
飛
び
跳
ね

る
か
わ
い
ら
し
い
姿
な
ど
か
ら
、

子
供
だ
け
で
な
く
大
人
に
も
人
気

で
す
。　
　
　
　

 

ウ
サ
ギ
は
ウ
サ
ギ
目
の
ほ
乳
類

で
、
種
類
は
約
64
種
類
、
世
界
の

ほ
と
ん
ど
の
地
域
に
棲
ん
で
い
ま

す
。
日
本
に
は
ノ
ウ
サ
ギ
・
ユ
キ

ウ
サ
ギ
・
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ

ギ
・
ナ
キ
ウ
サ
ギ
と
い
う
、
４
種

類
の
野
生
の
ウ
サ
ギ
が
い
ま
す
。

私
た
ち
が
普
段
、
家
や
学
校
、
動

物
園
な
ど
で
見
る
ウ
サ
ギ
は
、
カ

イ
ウ
サ
ギ
と
い
う
種
類
で
す
。
カ

イ
ウ
サ
ギ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
生
息

し
て
い
た
野
生
の
ア
ナ
ウ
サ
ギ
を

家
畜
化
し
た
も
の
で
、
日
本
に
は

約
５
０
０
年
前
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら

持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

県
内
の
縄
文
時
代
の
遺
跡
か
ら

は
ノ
ウ
サ
ギ
の
骨
が
見
つ
か
っ
て

お
り
、
ノ
ウ
サ
ギ
を
食
べ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
ウ

サ
ギ
の
形
を
し
た
土
偶
や
土
器
の

文
様
な
ど
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
食
料
と
し
て
し
か
興
味
を
も

た
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

ウ
サ
ギ
と
聞
く
と
、
多
く
の
人

が
月
を
一
緒
に
思
い
浮
か
べ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
月
に
ウ

サ
ギ
が
い
る
と
い
う
お
話
は
、
古

代
中
国
か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

古
代
中
国
で
は
、
月
に
は
ウ
サ
ギ

や
ヒ
キ
ガ
エ
ル
、
嫦
娥
と
い
う
仙

女
が
い
て
、
ウ
サ
ギ
は
月
で
不
老

不
死
の
薬
を
搗
い
て
い
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
考
え
が

日
本
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
で
、

人
々
は
ウ
サ
ギ
を
食
べ
る
一
方
で
、

こ
の
世
か
ら
遠
く
は
な
れ
た
月
世

界
に
住
む
神
聖
な
生
き
物
と
み
な

す
よ
う
に
な
り
、
様
々
な
図
柄
に

ウ
サ
ギ
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ウ
サ
ギ
が
登
場
す
る
お

話
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
物
語

に
登
場
す
る
ウ
サ
ギ
は
、
悪
者
を

こ
ら
し
め
た
り
、
い
た
ず
ら
好
き

だ
っ
た
り
と
、
そ
の
姿
は
様
々
で

す
。
こ
れ
は
、
人
々
に
と
っ
て
ウ

サ
ギ
が
と
て
も
身
近
な
存
在
だ
っ

た
か
ら
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

現
在
、
な
す
風
土
記
の
丘
資
料

館
小
川
館
で
開
催
中
の
冬
休
み
小

中
学
生
向
け
展
示
会
「
卯
を
考
古

学
す
る
」
で
は
、
干
支
の
由
来
や

ウ
サ
ギ
と
人
と
の
関
わ
り
合
い
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
展
示
会
は
１

月
30
日
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
様
、
是
非
ご
来
館
く
だ
さ

い
。

（
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

　
　
　
　

 

学
芸
員　

川
島
明
子
）

●
年
賀
状
展

内
容　

み
な
さ
ん
か
ら
の
年
賀
状

を
当
館
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示

期
間　

１
月
30
日
（
日
）
ま
で

●
巡
回
展
「
栃
木
の
遺
跡―

最
近

の
発
掘
調
査
の
成
果
か
ら―

」

　

栃
木
県
北
部
の
各
遺
跡
よ
り
出

土
し
た
、
縄
文
時
代
か
ら
中
世
ま

で
の
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

開
催
期
間　

２
月
５
日
（
土
）
〜

３
月
21
日
（
祝
・
月
）
ま
で

問
い
合
わ
せ

な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館
小
川
館

☎
０
２
８
７―

９
６―

３
３
６
６

　
（
氏　

名
）　（
父
母
の
名
）（
住
所
）

深
谷　

大
河　

友　

紀　

馬　

頭

　
　
　
　
　
　

亜
由
美

深
澤　

夢
空　

裕　

介　

馬　

頭

　
　
　
　
　
　

明
日
香

荒
巻　

百
音　
　

毅　
　

健　

武

　
　
　
　
　
　

千　

恵

神
岡　

大
牙　

浩　

史　

健　

武

　
　
　
　
　
　

桃　

花

薄
井　
　

陽　
　

誠　
　

健　

武

　
　
　
　
　
　

恵　

子

星　
　

瞭
翔　

勇　

治　

矢　

又

　
　
　
　
　
　

美
由
樹

笹
沼　

羚
弥　

永　

一　

小　

砂

　
　
　
　
　
　

英　

恵

石
川　

拓
真　

哲　

也　

小　

川

　
　
　
　
　
　

麻　

美

沼
田　

大
希　

幸　

司　

東
戸
田

　
　
　
　
　
　

喜
代
子

　
（
氏　

名
）　
　
（
年
齢
） 　
（
住
所
）

張　
　

騰
雨　

（
87
）　

馬　

頭

葛
西
ミ
ヨ
子　

（
69
）　

馬　

頭

大
金　

三
郎　

（
88
）　

馬　

頭

郡
司　

ト
キ　

（
93
）　

健　

武

水
戸　

久
一　

（
74
）　

矢　

又

田
⻆　

キ
セ　

（
97
）　

和　

見

坂
尾
美
代
子　

（
88
）　

北
向
田

堀
江　

イ
シ　

（
94
）　

北
向
田

長
山　

節
子　

（
85
）　

久
那
瀬

倉
持　

ク
ニ　

（
102
）　

久
那
瀬

鈴
木　
　

正　

（
89
）　

富　

山

橋
本　

広
行　

（
53
）　

小　

川

川
井　

清
重　

（
83
）　

東
戸
田

谷
田　

周
司　

（
80
）　

芳　

井

※

掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　
　
　

11
月
21
日
〜
12
月
20
日

　
　
　

受
付
分　
　
　

敬
称
略

た
い
が

も　

ね

た
い
が

あ
き
と

れ
い
や

た
く
ま

だ
い
き

ひ
な
た

ゆ　

あ

（

）

ノウサギの骨の一部
（小山市寺野東遺跡出土）

小
川
館
イ
ベ
ン
ト
情
報

こ
う
が

つ

１月１日現在の人口
（住民基本台帳）

（－10）9，608 人 男
（－17）9，535 人女
（－27）19，143 人計
（－  4）6，133世帯数

（　）内は前月との比較
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開館10周年・合併５周年記念　企画展
 青木コレクション展 －明治の版画・日本画 －

64

青木コレクションを２回に渡って紹介いたします。
青木藤作が情熱を注いで収集した作品をぜひご覧
ください。
　　　　馬頭広重美術館　学芸員　塩野目　育枝

【会　　期】
　　　 前期：１月15日（土）～２月27日（日）
　　　 後期：３月４日（金）～４月17日（日）
【ミュージアムトーク】
　　　　　　　１月15日（土）午後１時30分～
【開館時間】　午前９時30分～午後５時まで
　　　　　　　（但し入館は午後４時30分まで）
【休 館 日】　月曜日、祝日の翌日及び
【入 館 料】　大　人　　　500円（450円）
　　　　　　  高・大学生　300円（270円）
　※（ ）は20名以上の団体料金
　※70歳以上の高齢者、中学生以下は無料
　※障がい者手帳等をお持ちの方・付き添い１名
　　は半額

　明けましておめでとうございます。
本年も広重美術館をよろしくお願い
いたします。当館では15日から「青
木コレクション展」を開催いたしま
す。
　青木藤作（1870－1946）は家業
の肥料販売のほか、東京の土地や三
浦半島の別荘開発など手広く事業を
展開した事業家として知られています。また、生
涯にわたって交誼を結んだ徳富蘇峰の影響で浮世
絵を中心とした美術品をはじめ、当時の文化人や
芸術家の作品も収集しました。当館に寄贈された
4,200点余りのコレクションはその内容から８つ
に分類されており、順に紹介する予定です。
　今回ご紹介する作品は青木コレクションの中で
も中核を担う小林清親の版画です。「最後の浮世
絵師」、「明治の広重」などの別称を持つ小林清
親は光と影を巧みに取り入れた光線画と呼ばれる
作品を制作して好評を得、その後も多くの風景版
画を制作しました。図の「東京名所真景之内　弥
生月　上野之桜花」は、風景版画の最後期（明治
29年）の作品として知られ、花見客で賑わう上
野の山を題材としています。春霞の空の下、見事
に咲きそろったソメイヨシノやシダレザクラを清
水堂から眺める人々に交じって、画面左側に馬車
や人力車、遠景には不忍池が描かれています。
　今回の展示では当館の開館10周年を記念し、

小林清親「東京名所真景之内　弥生月　上野之桜花」当館蔵

　あなたの作品をここに出展
してみませんか？
絵画、写真、絵手紙などの作
品をお待ちしております。
問い合わせ：企画財政課
☎０２８７ー９２ー１１１４

優秀賞「静寂」
渡部　久恵さん（宇都宮市）

入選「平成桜の守り神」
岡　典子さん（北向田）

観光協会
写真コンテスト
受賞作品


